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8. 選定項目ごとの調査，予測，評価の手法及び結果並びに環境の保全及び創造のための措置 

8.1. 大気質（二酸化窒素・浮遊粒子状物質・粉じん） 

8.1.1. 現況調査 

(1) 調査内容 

大気質の調査内容は、表 8.1-1 に示すとおり、「大気質濃度」、「気象」及び「交通量

等」の把握とした。 

 

表 8.1-1 調査内容（大気質） 

調査内容 

大気質 大気質濃度 

・二酸化窒素濃度 

・浮遊粒子状物質濃度 

気象 

・風向・風速、気温、日射量及び雲量等 

交通量等 

・車種別交通量、走行速度、道路構造等 

 

(2) 調査方法 

ア 既存資料調査 

調査方法は、表 8.1-2 に示すとおりとした。 

 

表 8.1-2 調査方法（大気質：既存資料調査） 

調査内容 調査方法 

大気質濃度 

・二酸化窒素 

・浮遊粒子状物質 

調査方法は、下記の一般環境測定局の調査結果の整理・解析によ

るものとした。 

・一般環境測定局山田測定局：二酸化窒素、浮遊粒子状物質 

・一般環境測定局長町測定局：二酸化窒素、浮遊粒子状物質 

気象 

・風向・風速、気温、 

日射量及び雲量等 

調査方法は、下記の一般環境測定局及び気象台の既存文献調査に

より、整理・解析を行うものとした。 

・一般環境測定局山田測定局：風向・風速 

・一般環境測定局長町測定局：風向・風速 

・仙台管区気象台：日射量及び雲量等 

交通量等 

・車種別交通量、 

道路構造等 

調査方法は、下記の既存文献調査により、整理・解析を行う。 

・「道路交通量調査総括表（宮城県）」 

・「仙台市道路交通等現況調査（仙台市）」 
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イ 現地調査 

調査方法は、表 8.1-3 に示すとおりとした。 

 

表 8.1-3 調査方法（大気質：現地調査） 

調査項目 調査方法 

大気質濃度 

・二酸化窒素 

・オゾンを用いる化学発光法により、NO濃度、NO2濃度

及びNOx濃度を１時間単位で連続測定した。測定高さは

地上より1.5mとした。 

・浮遊粒子状物質 ・β線吸収法により、SPM濃度を１時間単位で連続測定し

た。また、分粒装置により粒径10μmを超える粒子状物

質を除去した。測定高さは地上より3.0mとした。 

気象 

・風向・風速 

・プロペラ型風向風速計により、10分間の平均値を連続

測定した。測定高さは地上より10mとした。 

交通量等 

・車種別交通量 

・走行速度 

・道路構造等 

・方向別、車種別（大型車、小型車）に交通量を現地調

査するものとした。 

・走行速度を実測した。 

・道路構造、車線数、幅員、横断形状を現地調査で把握

するものとした。 

 

(3) 調査地域及び調査地点 

ア 既存資料調査 

調査地域は、「5.関係地域の範囲 5.2 地域概況における調査範囲」（p.5-4）と同

様とした。 

調査地点は、表 8.1-4 に示す事業予定地周辺に位置する山田測定局、長町測定局

及び仙台管区気象台とした。 

調査地点は、「6.1.1 大気環境」の図 6.1.1-1（p.6-3）に示すとおりである。 

 

表 8.1-4 調査地点（大気質：既存資料調査） 

調査項目 測定局種別 測定局名 
調査項目のうち 

測定している項目 
位置図 

大気質濃度 

・二酸化窒素 

・浮遊粒子状物質 

一般環境大気 
山田測定局 

長町測定局 

二酸化窒素 

浮遊粒子状物質 
図 6.1.1-1 

気象 

・風向・風速 
一般環境大気 

山田測定局 

長町測定局 

風向 

風速 

・日射量及び雲量等 気象台 仙台管区気象台 
日射量 

雲量等 
図 6.1.1-1 
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イ 現地調査 

調査地域は、事業の実施に伴い大気質の変化が想定される地域として、事業予定

地境界より 500ｍの範囲とした。 

大気質濃度及び気象については、調査地域のバックグラウンド値を的確に把握で

きる地点として、事業予定地内の 1 地点とした。方法書及び審査会資料では、事業

予定地のほぼ中心を調査地点として選定していたが、電源の確保及び機器の設置に

ついて土地所有者の了解を得られなかったため、事業予定地の南側の地点に変更し

た。 

また、工事中の工事用車両及び供用後の施設関連車両の走行による影響が想定さ

れる道路の交通量等の状況を把握するため、方法書に係る審査会資料において表

8.1-5 及び図 8.1-1 に示す市道富沢山田線沿道を調査地点として追加し、交通量等

（車種別交通量、走行速度、道路構造等）を調査した。 

 

表 8.1-5 調査地域及び調査地点（大気質：現地調査） 

調査項目 
地点 

番号 
調査地点（路線名） 所在地 

大気質濃度 

・二酸化窒素 

・浮遊粒子状物質 

気象 

・風向・風速 

１ 事業予定地内 
仙台市太白区 

富沢字六本松地内 

交通量等 A 市道富沢山田線沿道 - 
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図 8.1-1 大気質調査地点 
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(4) 調査期間等 

ア 既存資料調査 

調査期間は、表 8.1-6 に示すとおりである。  

 

表 8.1-6 調査期間等（大気質：既存資料調査） 

調査項目 調査期間等 

大気質濃度 

・二酸化窒素 

・浮遊粒子状物質 

調査期間は、調査実施時より過去５カ年とした。 

（平成 18 年度～平成 22 年度） 

気象 

・風向・風速、気温、 

日射量及び雲量等 

調査期間は、調査実施時より過去 11 カ年とした。 

（平成 12 年度～平成 22 年度） 

交通量等 

・車種別交通量 

調査期間は以下のとおりとした。 

｢道路交通量調査総括表(宮城県)｣：平成 17 年度調査､平成 22 年度調査 

｢仙台市道路交通等状況調査(仙台市)」：平成 17 年度調査､平成 20 年度調査 

 

イ 現地調査 

大気質濃度及び気象の調査時期は、季節の変化及び曜日による周辺の道路交通等

の状況の変化を考慮するため、四季ごとの 7 日間とした。 

交通量等の調査時期は、平日の代表的な日及び休日の代表的な日を選定し、両日

とも 24 時間調査とした。交通量等の調査期間は、表 8.1-7 に示すとおりである。 

 

表 8.1-7 調査期間等（大気質：現地調査） 

調査項目 調査期間等 

大気質濃度 

・二酸化窒素 

・浮遊粒子状物質 

気象 

・風向・風速 

冬季：平成23年 1月13日（木）0時～ 1月19日（水）24時 
春季：平成23年 4月 7日（木）0時～ 4月13日（水）24時 
夏季：平成23年 7月21日（木）0時～ 7月27日（水）24時 
秋季：平成23年10月12日（水）0時～10月18日（木）24時 

交通量等 

・ 車種別交通量 

・ 走行速度 

・ 道路構造等 

平日：平成23年10月12日（水）12時～10月13日（木）12時 

休日：平成23年11月26日（土）12時～11月27日（日）12時 
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(5) 調査結果 

ア 既存資料調査 

（ア） 大気質 

山田測定局及び長町測定局における平成 18 年度～22 年度（5 年間）の測定結果

を、表 8.1-8(1)～(2)に示す。 

 

表 8.1-8(1) 大気質測定結果（山田測定局：平成 18 年度～22 年度） 

年度 

測定項目 
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

二酸化窒素 

(ppm) 

年平均値 0.012 0.012 0.011 0.010 0.010 

日平均の 

年間98%値 
0.022 0.022 0.021 0.021 0.021 

窒素酸化物 

(ppm) 
年平均値 0.018 0.016 0.015 0.014 0.013 

浮遊粒子状 

物質 

(mg/㎥) 

年平均値 0.024 0.023 0.022 0.020 0.021 

日平均の 

年間2%除外値 
0.053 0.048 0.052 0.042 0.051 

出典：｢公害関係資料集（平成 22 年度測定結果）｣（仙台市環境局） 

 

表 8.1-8(2) 大気質測定結果（長町測定局：平成 18 年度～22 年度） 

年度 

測定項目 
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

二酸化窒素 

(ppm) 

年平均値 0.013 0.014 0.012 0.012 0.011 

日平均の 

年間98%値 
0.027 0.028 0.024 0.025 0.023 

窒素酸化物 

(ppm) 
年平均値 0.017 0.018 0.015 0.014 0.013 

浮遊粒子状 

物質 

(mg/㎥) 

年平均値 0.016 0.016 0.018 0.017 0.017 

日平均の 

年間2%除外値 
0.043 0.041 0.045 0.042 0.043 

出典：｢公害関係資料集（平成 22 年度測定結果）｣（仙台市環境局） 
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（イ） 気象（風向・風速） 

山田測定局及び長町測定局における平成12年度～22年度(11年間)の風速測定結

果は表8.1-9(1)～(2)に、年間風配図を図8.1-2(1)～(2)に示す。 

山田測定局における平成12年度～22年度(11年間)の年間平均風速は1.8～2.2m/s、

最大出現風向はW（西）またはWSW（西南西）である。 

長町測定局における平成12年度～22年度(11年間)の年間平均風速は1.1～1.6m/s、

最大出現風向はWNW（西北西）、W（西）またはSE（南東）である。 

 

 

表 8.1-9(1) 風向・風速測定結果（山田測定局：平成 12 年度～22 年度） 

測定項目 
平成 

12年度 

平成 

13年度 
平成 

14年度 
平成 

15年度 
平成 

16年度 
平成 

17年度 
平成 

18年度 
平成 

19年度 
平成 

20年度 
平成 

21年度 
平成 

22年度 

平均風速

（m/s） 
1.8 1.9 1.9 2.1 2.1 2.2 2.1 2.1 2.1 2.1 2.0 

最大出現

風向 
W W W W WSW W WSW WSW WSW WSW WSW 

 

表 8.1-9(2) 風向・風速測定結果（長町測定局：平成 12 年度～22 年度） 

測定項目 
平成 

12年度 

平成 

13年度 
平成 

14年度 
平成 

15年度 
平成 

16年度 
平成 

17年度 
平成 

18年度 
平成 

19年度 
平成 

20年度 
平成 

21年度 
平成 

22年度 

平均風速

（m/s） 
1.1 1.6 1.6 1.4 1.6 1.6 1.4 1.5 1.5 1.3 1.2 

最大出現

風向 
WNW W W SE W SE SE W W SE SE 
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平成22年度 静穏：4.4% 

 

※ 風速0.4m/s以下を「静穏」

とした。 

 

 

図 8.1-2(1) 年間風配図（山田測定局：平成 12 年度～22 年度） 
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平成19年度 静穏：9.3% 
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平成20年度 静穏：12.7% 
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平成21年度 静穏：17.9% 
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平成22年度 静穏：25.8% 

 

※ 風速0.4m/s以下を「静穏」

とした。 

 

 

図 8.1-2(2) 年間風配図（長町測定局：平成 12 年度～22 年度） 
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（ウ） 交通量 

交通量の状況は、「6.地域の概況 6.2 社会的状況等 6.2.4 社会資本整備」

（p.6-158～161）に示すとおりである。 

 

イ 現地調査 

（ア）大気質濃度 

 調査地点の二酸化窒素濃度の調査結果を表8.1-10に、浮遊粒子状物質の調査結

果を表8.1-11に示す。 

二酸化窒素については、1時間値の最高値は0.050ppm、日平均値の最高値は

0.024ppmであり、日平均値が0.04ppm以上となることはなかった。 

浮遊粒子状物質については、1時間値の最高値は0.064mg/m3、日平均値の最高値

は0.035mg/m3であり、1時間値が0.20mg/m3を超えること、日平均値が0.10mg/m3

を超えることはなかった。 

 

 

表 8.1-10 現地調査結果（二酸化窒素） 

季
節 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 

期間 

平均値 

１時間値 

の最高値 

日平均値 

の最高値 

環境基準 

日平均値が

0.04ppm 以上

0.06ppm 以下の 

日数とその割合 

日平均値が

0.06ppm を超えた 

日数とその割合 

日 時間 ppm ppm ppm 日 ％ 日 ％ 

冬季 7 168 0.006 0.018 0.010 0 0.0 0 0.0 

春季 7 168 0.013 0.050 0.024 0 0.0 0 0.0 

夏季 7 168 0.009 0.026 0.012 0 0.0 0 0.0 

秋季 7 168 0.014 0.039 0.018 0 0.0 0 0.0 

 

表 8.1-11 現地調査結果（浮遊粒子状物質） 

季
節 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 

期間 

平均値 

１時間値 

の最高値 

日平均値 

の最高値 

環境基準 

１時間値が

0.20mg/m3を超えた

時間数とその割合 

日平均値が

0.10mg/m3を超えた

日数とその割合 

日 時間 mg/m3 mg/m3 mg/m3 時間 ％ 日 ％ 

冬季 7 168 0.010 0.041 0.017 0 0.0 0 0.0 

春季 7 168 0.021 0.064 0.035 0 0.0 0 0.0 

夏季 7 168 0.020 0.046 0.028 0 0.0 0 0.0 

秋季 7 168 0.023 0.056 0.035 0 0.0 0 0.0 
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（イ）気象 

調査地点の風向・風速の調査結果を表8.1-12に、風配図を図8.1-3に示す。 

風速の1時間値は最高7.8m/s、日平均値は最高3.6m/sであり、四季を通じての最

多風向はNW（北西）であった。 

 

表 8.1-12 現地調査結果（風向・風速） 

季 

節 

有効 

測定 

日数 

測定 

時間 

１時間値 日平均値 最大風速と 

その時の風向 

最多風向と 

出現率 
静穏率 

平均 最高 最低 最高 最低 

日 時間 m/s m/s m/s m/s m/s m/s 16方位 16方位 ％ ％ 

冬季 7 168 2.1 7.8 0.0 3.6 1.0 7.8 WNW NW 20.8 16.1 

春季 7 168 1.8 7.5 0.0 2.8 0.5 7.5 WNW NW 16.1 19.6 

夏季 7 168 1.6 5.9 0.0 3.3 0.9 5.9 E SSE 12.5 26.2 

秋季 7 168 1.7 5.5 0.0 2.2 1.1 5.5 WNW WNW 16.1 18.5 

四季 28 672 1.8 7.8 0.0 3.6 0.5 7.8 WNW NW 15.3 20.1 

※ 風速が0.4m/s以下の風向を静穏とした。 
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データ数 = 168

平均風速 = 1.8m/s

静穏(Calm)：0.4m/s以下

風向別平均風速(m/s)

風向別出現率(%)
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静穏(Calm)：0.4m/s以下

風向別平均風速(m/s)

風向別出現率(%)

 

 

図8.1-3 風配図（現地調査） 
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（ウ）交通量等（車種別断面交通量、走行速度、道路断面） 

調査地点の平均車速は、表8.1-13に示すとおり、概ね制限速度+10km/h程度で

あった。 

また、調査地点の交通量は、表8.1-14(1)～(2)に示すとおりである（詳細は、資

料編p.2.1-22～23参照）。 

交通量は、平日、休日を通じて10,333～11,375台であった。 

 

表 8.1-13 平均車速 

地点 

番号 
調査地点（対象道路） 

制限 

速度 

走行速度 舗装状況／ 

周辺の地表面の状況 平日 休日 

A 市道富沢山田線 40km/h 52.7km/h 49.7km/h 
密粒アスファルト舗装 

水田 

 

表 8.1-14(1) 断面交通量の調査結果（平日 24 時間） 

調査断面 

（路線名） 

方向別交通量 

（全車両） 

大型車 

(台/日) 

小型車 

(台/日) 

合計 

(台/日) 

① ② ③=①+② 

A 市道富沢山田線 

東方面 158 6,079 6,237 

西方面 162 4,976 5,138 

計 320 11,055 11,375 

※ 調査地点の位置は図8.1-1参照。 

※ 調査期間：平成23年10月12日(水) 12時～平成23年10月13日(木) 12時（連続24時間） 

 

表 8.1-14(2) 断面交通量の調査結果（休日 24 時間） 

調査断面 

（路線名） 

方向別交通量 

（全車両） 

大型車 

(台/日) 

小型車 

(台/日) 

合計 

(台/日) 

① ② ③=①+② 

A 市道富沢山田線 

東方面 106 5,585 5,691 

西方面 98 4,544 4,642 

計 204 10,129 10,333 

※ 調査地点の位置は図8.1-1参照。 

※ 調査期間：平成23年11月26日(土) 12時～平成23年11月27日(日) 12時（連続24時間） 
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8.1.2.  予測 

(1) 工事による影響（資材等の運搬） 

ア 予測内容 

資材等の運搬による大気中の排出ガス濃度（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）につ

いて予測した。 

道路交通による大気中の排出ガス濃度を算出し、道路断面での距離減衰濃度を予

測した。 

 

イ 予測地域及び予測地点 

予測地域は、大気の変化を把握できる範囲とし、図8.1-4に示す事業予定地境界よ

り500ｍの範囲とし、特に配慮が必要な施設を考慮して設定した。  

予測地点は、事業予定地周辺において工事用車両が走行するルート上とし、表

8.1-15及び図8.1-4に示す、市道富沢山田線沿道の1断面（地点A）を選定した。 

なお、方法書では工事用車両走行ルートが未定であったため、予測地点を選定し

ていなかったが、ルートを設定し、方法書に係る審査会資料で予測地点を選定した。 

 

表 8.1-15 予測地点（大気質：工事による影響（資材等の運搬））  

地点番号 予測地点（路線名） 

A 市道富沢山田線沿道 

 

ウ 予測時期 

予測時期は、工事用車両の走行による大気質への影響が最大になる時期とし、工

事用車両の走行台数が最大となる工事着手後19ヶ月目のピーク日の工事用車両の走

行が1年間続くものとした（資料編p.2.1-26参照）。 
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図 8.1－3 車両の走行に伴う大気質予測地点 

 

方法書に係る審査会資料で追加した地点 

（全体の土砂搬入ルートは図 1.6-2（p.1-51）参照） 
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エ 予測方法 

（ア）予測フロー 

工事車両の走行に伴う大気質の予測は、「道路環境影響評価の技術手法」（平成

19 年 9 月（財）道路環境研究所）に基づき、図 8.1-5 に示すフローに従い実施し

た。 

車両からの汚染物質排出量の拡散計算には、有風時にはプルーム式を、弱風時

にはパフ式を用いて、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の日平均値（98％値または

2％除外値）を求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.1-5 車両の走行に伴う大気質の予測フロー 

排出源位置の設定 

年平均時間別濃度の算出 

バックグラウンド濃度 

予測結果（日平均値） 

・二酸化窒素（98％値） 

・浮遊粒子状物質（2％除外値） 

道路条件の設定 

・車道部幅員 

・道路構造、路面位置 

・予測点位置 

車種別・走行速度別 

の排出係数 

拡散幅等の設定 

気象データの整理 

・風向・風速の時間値データ 

排出源高さの風速の設定 

気象条件の設定 

・有風時弱風時の年間の出現割合 

・年平均時間別風向出現割合 

・年平均時間別風向別平均風速 

年平均濃度の算出 

浮遊粒子状物質 窒素酸化物→二酸化窒素 

日平均値への換算 

対象道路の年平均濃度 

交通条件 

・時間別車種別交通量 

・平均走行速度 

時間別平均排出量の計算 

予測結果（年平均値） 

（二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 

拡散式による基準濃度の計算 

有風時：プルーム式 

弱風時：パフ式 
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（イ）予測式 

予測式は、「道路環境影響評価の技術手法」（平成 19 年 9 月（財）道路環境研究

所）に基づき、有風時にはプルーム式を、弱風時にはパフ式を用いた。 

 

①プルーム式（有風時） 
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C(x,y,z) ：(x,y,z) 地点における窒素酸化物濃度（ppm） 

または浮遊粒子状物質濃度（mg/㎥） 

Q ：点煙源の窒素酸化物の排出量（mL/s）または浮遊粒子状物質の排出量（mg/s） 

u ：平均風速(m/s) 

H ：排出源の高さ（ｍ） 

σy，σz ：水平（ｙ），垂直（ｚ）方向の拡散幅（ｍ） 

x ：風向きに沿った風下距離（ｍ） 

y ：ｘ軸に直角な水平距離（ｍ） 

z ：ｘ軸に直角な鉛直距離（ｍ） 

 

②パフ式（弱風時） 
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ｔ0 ：初期拡散幅に相当する時間（ｓ） 

α，γ ：拡散幅に関する係数 
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（ウ）拡散幅、係数等の設定 

拡散幅、係数等の設定は、「道路環境影響評価の技術手法」（平成 19 年 9 月（財）

道路環境研究所）に基づき、下記のとおりとした。 

 

①プルーム式（有風時） 

【鉛直方向拡散幅】 

σｚ＝σｚ0+0.31L0.83 

σｚ0 ：鉛直方向の初期拡散幅（ｍ） 

 遮音壁がない場合・・・・・・・・・・・σｚ0＝1.5 

 遮音壁（高さ 3ｍ以上）がある場合・・・σｚ0＝4.0 

L ：車道部端からの距離（L＝ｘ－W/2）（ｍ） 

x ：風向に沿った風下距離（ｍ） 

W ：車道部幅員（ｍ） 

なお、ｘ＜W／2 の場合はσｚ＝1.5 とした。 

 

【水平方向拡散幅】 

σｙ＝W／2+0.46L0.81 

なお、ｘ＜W／2 の場合はσｙ＝W／2 とした。 

 

②パフ式（弱風時） 

【初期拡散幅に相当する時間】 

2
0

W
t   

W ：車道部幅員（ｍ） 

α ：以下に示す拡散幅に関する係数 

 

【拡散幅に関する係数】 

 

α ：0.3 

γ ：0.18（昼間：午前７時から午後７時まで） 

 0.09（夜間：午後７時から午前７時まで） 
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オ 予測条件 

（ア）道路条件 

予測地点の道路条件を表 8.1-16 に示す。また、予測地点の道路断面を図 8.1-6

に示す。 

 

表 8.1-16 予測地点の道路条件 

予測地点（路線名） 道路構造 

地点 A 市道富沢山田線沿道 平面 

 

 

 
単位：m 

 

図 8.1-6 予測地点の道路断面（市道富沢山田線沿道） 
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（イ）排出源の位置 

排出源の位置を図 8.1-6 に示す。 

排出源位置の標準的な断面及び平面図は、図 8.1-7 に示すとおりである。 

排出源は連続した点煙源とし、車道部中央に、予測断面を中心に前後合わせて

400m の区間で配置し、予測断面の前後 20m の区間で 2m 間隔、その両側 180m の

区間で 10m 間隔とした。また、排出源の高さは路面高+1m とした。 

 

 
出典：「道路環境影響評価の技術手法 2007 改訂版」（平成 19 年 （財）道路環境研究所） 

 

図 8.1-7 排出源の標準的な断面及び平面図 

 

（ウ）予測高さ 

予測高さは、地上 1.5ｍ（1 階相当）とした。 
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（エ）将来交通量 

工事期間中の将来的な交通量の伸び率については、既存資料調査の結果（第 6

章 地域の概況 6.2.4 社会資本整備 (1)交通 表 6.2.4-2（p.6-160）参照）、事

業予定地周辺の交通量としては同等若しくは減少傾向にあったことから「1.00（変

化なし）」とした。 

工事中の将来交通量は表 8.1-17 に示すとおり、将来基礎交通量に工事用車両の

発生台数が最大となる工事着手後 19 ヶ月目のピーク日の工事用車両台数を加え

て設定した。また、工事用車両台数の設定は表 8.1-18 に示すとおり、工事用車両

の運行計画を元に工事用車両最大走行台数に入出流割合を乗じて設定した（詳細

は、資料編 p.2.1-29～30 参照）。 

 

表 8.1-17 工事中の将来交通量 

予測地点（路線名） 車種分類 

現況 

交通量 

① 

（台/日） 

工事中 

伸び率 

② 

将来基礎 

交通量 

③=①×② 

（台/日） 

工事用 

車両台数※ 

④ 

（台/日） 

将来 

交通量 

③+④ 

（台/日） 

地点 A 

市道富沢山田線 

大型車類 320 

1.00 

320 64 384 

小型車類 11,055 11,055 0 11,055 

計 11,375 11,375 64 11,439 

※ 表 8.1-18 の⑤ 

 

表 8.1-18 工事用車両台数の設定 

予測地点（路線名） 

工事用車両の運行計画 
工事用車両 

最大走行台数 

④ 

（台/日） 

予測条件に 

用いた工事用 

車両台数※ 

⑤ 

（台/日） 

流入 

割合 

① 

（％） 

流出 

割合 

② 

（％） 

合計 

割合 

③=①+② 

（％） 

地点 A 

市道富沢山田線 
50 50 100 

大型車類 

64 台/日 

小型車類 

0 台/日 

64 

0 

※ 上段：大型車類、下段：小型車類 

 

（オ）走行速度 

現地調査によると、予測断面における平日の平均走行速度は、表 8.1-19 に示す

とおり、制限速度を 10km/h 程度上回っていた。 

自動車の走行速度が遅いほど、排出ガス量は多くなる傾向であることから、予

測条件の走行速度は、制限速度である 40km/h とした。 

 

表 8.1-19 平均走行速度（平日） 

予測地点 路線名 制限速度 平日平均走行速度 

A 市道富沢山田線 40 km/h 52.7 km/h 
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（カ）排出係数 

排出係数は、予測断面の平均走行速度を踏まえ、表 8.1-20 に示す「道路環境影

響評価の技術手法」（平成 19 年 9 月（財）道路環境研究所）に示される車種別、

走行速度別の排出係数を用いることとした。 

 

表 8.1-20 予測に用いる排出係数（工事中） 

項目 窒素酸化物（NOx） 浮遊粒子状物質（SPM） 

車種 小型車類 大型車類 小型車類 大型車類 

平均走行速度（km/h） 40 0.077 1.35 0.004 0.071 

出典：「道路環境影響評価の技術手法」（平成 19 年 9 月（財）道路環境研究所） 

 

（キ）気象条件 

車両の走行に伴う大気質の予測にあたっては、風向・風速は事業予定地から約

2.7km 離れた地点（山田測定局及び長町測定局）で経年的に観測を行っており、

現地調査とのベクトル相関が高いことが確認された長町測定局のデータを用いた

（資料編 p.2.1-35 参照）。 

気象条件の設定にあたっては、長町測定局における過去 11 年間（平成 12 年度

～平成 22 年度）の風向・風速データを用いて「Ｆ分布棄却検定法」による異常年

検定を行い、異常年ではないと判断されたため、平成 22 年度の気象データを用い

ることとした（資料編 p.2.1-35 参照）。 

風速区分は、有風時（風速 1m/s を超える場合）、弱風時（風速 1m/s 以下の場

合）の 2 種に分類し、16 方向別の出現頻度を求めた。 

排出源高さにおける風速は、以下に示す算出式を用いて推定した。 
 

U=U0(H/H0)
 P 

 
U ：排出源高さの風速（m/s） 

U 0 ：基準高さ H 0 の風速（m/s） 

H ：排出源高さ（m） 

H 0 ：基準とする高さ（長町測定局観測高さ 10.0m） 

P ：べき乗数（表 8.1-21 参照 郊外：1/5） 

 

表 8.1-21 土地利用の状況に対するべき指数 P の目安 

土地利用の状況 べき指数 

市街地 1/3 

郊外 1/5 

障害物のない平坦地 1/7 

出典：「道路環境影響評価の技術手法」（平成 19 年 9 月（財）道路環境研究所） 
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（ク）二酸化窒素変換モデル 

窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換においては、「道路環境影響評価

の技術手法」（平成 19 年 9 月（財）道路環境研究所）に示される、以下の変換式

を用いた。 

         507.0

T

499.0

2 10683.0 xBGxRxR
NONONONO ／  

［NOｘ］R ：窒素酸化物の寄与濃度（ppm） 

［NO2］R ：二酸化窒素の寄与濃度（ppm） 

［NOｘ］BG ；窒素酸化物のバックグラウンド濃度（ppm） 

［NOｘ］T ：窒素酸化物のバックグラウンド濃度と寄与濃度の合計値（ppm） 

 （ [NOｘ] T  ＝ [NO2] R   + [NOｘ]BG  ）  

 

（ケ）バックグラウンド濃度 

事業予定地から 2.7km 離れた一般環境大気測定局である長町測定局の過去 5 年

間（平成 18～22 年度）の年平均値は表 8.1-22 に示すとおりであり、二酸化窒素、

窒素酸化物及び浮遊粒子状物質は、いずれも横ばい傾向を示していた。 

そのため、二酸化窒素、窒素酸化物及び浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃

度は、過去 5 年間（平成 18 年度～22 年度）の年平均値の平均値を用いた。 

 

表 8.1-22 長町測定局の過去 5 年間の年平均値とバックグラウンド濃度採用値 

項目 
平成 

18 年度 

平成 

19 年度 

平成 

20 年度 

平成 

21 年度 

平成 

22 年度 
平均 

バックグラウンド 

濃度採用値 

二酸化窒素 

（ppm） 
0.013 0.014 0.012 0.012 0.011 0.012 0.012 

窒素酸化物 

（ppm） 
0.017 0.018 0.015 0.014 0.013 0.015 0.015 

浮遊粒子状物質 

（mg/㎥） 
0.016 0.016 0.018 0.017 0.017 0.017 0.017 
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（コ）日平均値計算式 

二酸化窒素の年平均値から日平均値の年間 98％値、浮遊粒子状物質の年平均値

から年間 2％除外値への変換は、「道路環境影響評価の技術手法」（平成 19 年 9 月

（財）道路環境研究所）に示される、次式を用いた。 

 

①二酸化窒素の日平均値の年間 98％値 

      bNONOa
RBG
 )(98 22％値年間  

   

    )/exp(0036.00098.0

)/exp(56.010.1

22

22

BGR

BGR

NONOb

NONOa




 

［NO2］BG ：二酸化窒素のバックグラウンド濃度の年平均値（ppm） 

［NO2］R ：二酸化窒素の寄与濃度の年平均値（ppm） 

 

②浮遊粒子状物質の年間 2％除外値 

      bSPMSPMa RBG  )(2％除外値年間  

   
    )/exp(0213.00155.0

)/exp(10.012.2

BGR

BGR

SPMSPMb

SPMSPMa




 

［SPM］BG ：浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度の年平均値（ppm） 

［SPM］R ：浮遊粒子状物質の寄与濃度の年平均値（ppm） 
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カ 予測結果 

（ア）二酸化窒素 

工事用車両の走行に伴う二酸化窒素濃度の予測結果は、表8.1-23及び表8.1-24

に示すとおりである。 

工事用車両の走行に伴う二酸化窒素の寄与濃度は0.000031～0.000038ppmであ

り、工事中の将来二酸化窒素濃度は0.012666～0.012755ppmになり、工事用車両の

走行に伴う二酸化窒素濃度の寄与率は0.2～0.3％と予測する。 

また、二酸化窒素濃度の日平均値の年間98％値は0.0270～0.0272ppmとなり、環

境基準及び仙台市定量目標を下回ると予測する。 

 

表 8.1-23 工事用車両の走行に伴う二酸化窒素の予測結果（年平均値）  

予測地点 予測 

高さ 

(ｍ) 

将来基礎 

交通量による 

寄与濃度 

①（ppm） 

工事用車両 

に伴う 

寄与濃度 

②（ppm） 

バック 

グラウンド 

濃度 

③（ppm） 

工事中の 

将来濃度 

④=①+②+③ 

（ppm） 

工事用車両 

による 

寄与率 

②/④（％） 路線名 道路境界 

地点Ａ 

市道富沢山田線 

北側 1.5 0.000718  0.000038  
0.012 

0.012755  0.3  

南側 1.5 0.000635  0.000031  0.012666  0.2  

※ 道路端から 50m 離れた地点までの工事中交通量による寄与濃度の距離減衰は、資料編 p.2.1-36 参照 

 

表 8.1-24 工事用車両の走行に伴う二酸化窒素の予測結果（日平均値の年間 98％値） 

予測地点 予測 

高さ 

(ｍ) 

日平均値の 

年間 98％値 

（ppm） 

環境基準 
仙台市定量目標 

(杜の都環境プラン) 路線名 道路境界 

地点Ａ 

市道富沢山田線 

北側 1.5 0.0272 0.04～0.06ppm 

又はそれ以下 
0.04ppm 以下 

南側 1.5 0.0270 
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（イ）浮遊粒子状物質 

工事用車両の走行に伴う浮遊粒子状物質濃度の予測結果は、表8.1-25及び表

8.1-26に示すとおりである。 

工事用車両の走行に伴う浮遊粒子状物質の寄与濃度は0.000006～0.000007mg/

㎥、工事中の将来浮遊粒子状物質濃度は0.017125～0.017142mg/㎥になり、工事用

車両の走行に伴う浮遊粒子状物質濃度の寄与率は、0.1％未満と予測する。 

また、浮遊粒子状物質の日平均値の年間2％除外値は0.0436～0.0437mg/㎥であ

り、環境基準及び仙台市定量目標を下回ると予測する。 

 

表 8.1-25 工事用車両の走行に伴う浮遊粒子状物質の予測結果（年平均値） 

予測地点 予測 

高さ 

(ｍ) 

将来基礎 

交通量による 

寄与濃度 

①（mg/㎥） 

工事用車両 

に伴う 

寄与濃度 

②（mg/㎥） 

バック 

グラウンド 

濃度 

③（mg/㎥） 

工事中の 

将来濃度 

④=①+②+③ 

（mg/㎥） 

工事用車両 

による 

寄与率 

②/④（％） 路線名 道路境界 

地点Ａ 

市道富沢山田線 

北側 1.5 0.000135  0.000007  
0.017 

0.017142  0.04 

南側 1.5 0.000119  0.000006  0.017125  0.04 

※ 道路端から 50m 離れた地点までの工事中交通量による寄与濃度の距離減衰は、資料編 p.2.1-36 参照 

 

表 8.1-26 工事用車両の走行に伴う浮遊粒子状物質の予測結果（日平均値の 2％除外値） 

予測地点 予測 

高さ 

(ｍ) 

日平均値の 

2％除外値 

（mg/㎥） 

環境基準 
仙台市定量目標 

(杜の都環境プラン) 路線名 道路境界 

地点Ａ 

市道富沢山田線 

北側 1.5 0.0437 0.10mg/㎥  

以下 

0.10mg/㎥  

以下 南側 1.5 0.0436 
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(2) 工事による影響（重機の稼働） 

ア 予測内容 

重機の稼働による大気中の排出ガス濃度（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）につい

て予測した。 

重機の稼働による大気中の排出ガス濃度を算出し、濃度分布図を作成した。 

また、特に配慮が必要な施設等における資材等の運搬と重機の稼働による両方の

影響について、それぞれを合成し予測した。 

 

イ 予測地域及び予測地点 

予測地域は、大気の変化を把握できる範囲とし、図8.1-4（p.8.1-15）に示す事業予

定地境界より500ｍの範囲とし、特に配慮が必要な施設を考慮して設定した。 

予測地点は、特に配慮が必要な施設等として、表8.1-27及び図8.1-4（p.8.1-15）に

示す、仙台富沢病院及び富沢小学校等の8地点を選定した。 

方法書に示した予測地点（①、②、⑥及び⑦）に加えて、審査会資料で仙台血液

疾患センター、西多賀小学校、富沢中学校及び事業予定地北西側住宅地を追加した。 

 

表 8.1-27 予測地点 

地点 No. 予測地点 図 

① 仙台富沢病院 

図 8.1-4 

② 富沢小学校 

③ 仙台血液疾患センター 

④ 西多賀小学校 

⑤ 富沢中学校 

⑥ 
敷地境界で住宅が隣接している地点 

⑦ 

⑧ 事業予定地北西側住宅地 

 

ウ 予測時期 

予測時期は、重機の稼働に伴う大気汚染物質の排出量が最大と想定される期間（1

年間）とした（詳細は、資料編 p.2.1-27～28 参照）。 
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エ 予測方法 

（ア）予測フロー 

重機の稼働に伴う大気質の予測は、「窒素酸化物総量規制マニュアル」（平成12

年12月 公害対策研究センター）に準じて図8.1-8に示すフローに従い実施した。 

重機からの汚染物質排出量の拡散計算には、有風時にはプルーム式、無風時に

はパフ式を用いて、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の日平均値（98％値または2％

除外値）を求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.1-8 重機の稼働に伴う大気質の予測フロー 

気象データ 

・風向、風速、日射量、 

 雲量等のデータ 

気象条件の設定 

・稼働時間帯年平均大気安定

度別有風時弱風時出現割合 

・稼働時間帯年平均大気安定

度別風向出現割合 

・稼働時間帯年平均大気安定

度別風向別平均風速 

予測地域及び 

予測地点の設定 

(敷地の境界線及び特に配

慮が必要な施設) 

施工範囲の 

設定 

重機の設定 

・稼働台数 

・年間工事日数 

排出源高さの風速の設定 

稼働時間帯 

排出源位置の設定 

拡散幅等の設定 

拡散式による基準濃度の計算 

 有風時:プルーム式 

 弱風時:パフ式 

重機の代表

排出源高さ 

排出係数 

体積換算係数 

[NOx] 

単位時間当たり排出量の計算 

バックグラウンド濃度 

予測結果（日平均値） 

・二酸化窒素（98％値） 

・浮遊粒子状物質（2％除外値） 

予測結果（年平均値） 

（二酸化窒素・浮遊粒子状物質） 

年平均濃度の算出 

浮遊粒子状物質 窒素酸化物→二酸化窒素 

日平均値への換算 

年平均濃度 
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（イ）予測式 

予測式は、「窒素酸化物総量規制マニュアル」（平成 12 年 12 月 公害対策研究

センター）に基づき、有風時（風速 1m/s 以上）にはプルーム式を、弱風時（0.5

～0.9m/s）及び無風時（0.4m/s 以下）にはパフ式を用いた。 

 

①プルーム式（有風時：風速 1m/s 以上） 
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C(x,y,z) ：(x,y,z) 地点における濃度（NOx：ppm SPM：mg/㎥） 

QP ：汚染物質排出量（NOx：mL/s SPM：mg/s） 

u ：平均風速(m/s) 

He ：排出源の高さ（ｍ） 

σy，σz ：水平（ｙ），垂直（ｚ）方向の拡散幅（ｍ）（図 8.1－9 参照） 

x ：風向きに沿った風下距離（ｍ） 

y ：ｘ軸に直角な水平距離（ｍ） 

z ：ｘ軸に直角な鉛直距離（ｍ） 

 

 
出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル［新板］」（平成 12 年 12 月、公害研究対策センター） 

 

図8.1-9 パスキル－ギフォードによる拡散係数 
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②パフ式（弱風時：0.5～0.9m/s） 
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③パフ式（無風時：0.4m/s 以下） 
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C(x,y,z) ：(x,y,z) 地点における濃度（NOx：ppm SPM：mg/㎥） 

QP ：汚染物質排出量（NOx：mL/s SPM：mg/s） 

u ：平均風速(m/s) 

He ：排出源の高さ（ｍ） 

σy，σz ：水平（ｙ），垂直（ｚ）方向の拡散幅（ｍ） 

x ：風向きに沿った風下距離（ｍ） 

y ：ｘ軸に直角な水平距離（ｍ） 

z ：ｘ軸に直角な鉛直距離（ｍ） 

α，γ ：拡散幅に関する係数 （表 8.1-28 参照） 

 

表 8.1-28 弱風時、無風時にかかる拡散パラメータ 

大気安定度 

(パスキル分類) 

弱風時 

（0.5～0.9m/s） 

無風時 

（0.4m/s 以下） 

α Γ α γ 

Ａ 0.748 1.569 0.948 1.569 

Ａ－Ｂ 0.659 0.862 0.859 0.862 

Ｂ 0.581 0.474 0.781 0.474 

Ｂ－Ｃ 0.502 0.314 0.702 0.314 

Ｃ 0.435 0.208 0.635 0.208 

Ｃ－Ｄ 0.342 0.153 0.542 0.153 

Ｄ 0.270 0.113 0.47 0.113 

出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル［新版］」（平成 12 年 12 月、公害研究対策センター） 
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オ 予測条件 

（ア）重機の稼働台数 

予測対象時期（工事期間の 1 年間）における重機の種類及び台数は、表 8.1-29

に示すとおりである。なお、重機の稼働時間は 8～17 時（昼１時間を除く）の 8

時間とした。なお、重機の延べ稼働台数の内訳は、表 8.1-30 に示すとおりであり、

年間の稼働台数が最大となる工事着手後 30 ヶ月から 41 ヶ月の１年間の稼働台数

を用いた（資料編 p.2.1-27～28 参照）。 

また、国土交通省報道発表資料において排出ガス対策型の指定を受けている機

種がある重機に対して排出ガス対策型の基準を適用した。 

 

表 8.1-29 重機の種類及び台数（工事着手後 30 ヶ月～41 ヶ月目） 

重機 

定格 

出力※1 

（kW） 

１時間 

当たりの 

燃料 

消費率※2 

（g/kW-h） 

排出ガス対策 

型の基準※3 

単位排出量 延べ 

稼働 

台数 

（台/年） 

稼働率 

（％） 
NOx 

排出量 

（g/台） 

SPM 

排出量 

（g/台） 

バックホウ（0.8 ㎥） 104 234 二次対策型 1400.0  57.0  1,443  50 

バックホウ（0.45 ㎥） 60 234 二次対策型 807.7  32.9  220  50 

ダンプトラック 246 237 普通ディーゼル  3390.7  99.3  104  30 

ラフテレーンクレーン 193 229 二次対策型 1533.6  43.4  116  50 

ブルドーザ 152 229 二次対策型 2052.1  58.1  546  50 

振動ローラ 21 265 二次対策型 186.3  13.5  21  40 

タイヤローラ 71 234 二次対策型 436.9  17.8  81  40 

アスファルトフィニッシャ 70 234 二次対策型 654.8  26.7  33  40 

※1：「建設機械等損料算定表（平成 21 年度版）」（平成 21 年５月 （社）日本建設機械協会）を参考とし

た。 

※2：「建設機械等損料算定表（平成 21 年度版）」（平成 21 年５月 （社）日本建設機械協会）を参考とし、

燃料１L=0.83kg（軽油相当値）として算出した。 

※3：国土交通省報道発表資料において排出ガス対策型の指定を受けている機種がある重機に対して排出ガ

ス対策型の基準を適用した。 

 

表 8.1-30 重機の延べ稼働台数の内訳（工事着手後 30 ヶ月～41 ヶ月目） 

重機 

工事着手後（延月） 延べ稼働 

台数 

(台/年) 

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 

← 12 ヶ月 → 

バックホウ（0.8 ㎥） 42 42 62 137 105 105 10 210 210 210 210 100 1,443  

バックホウ（0.45 ㎥） 0 0 0 84 84 52 0 0 0 0 0 0 220  

ダンプトラック 26 26 26 26 0 0 0 0 0 0 0 0 104  

ラフテレーンクレーン 0 42 42 32 0 0 0 0 0 0 0 0 116  

ブルドーザ 0 0 0 147 147 147 105 0 0 0 0 0 546  

振動ローラ 0 0 0 0 0 0 0 0 21 0 0 0 21  

タイヤローラ 0 0 0 0 0 18 21 21 21 0 0 0 81  

アスファルトフィニッシャ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 2 0 33  

※全体工事工程表より抜粋した。 
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（イ）汚染物質排出量 

予測対象時点の汚染物質排出量は、重機の種類及び台数、単位排出量から、表

8.1-31 に示すとおり設定した。 

 

表 8.1-31 重機からの汚染物質排出量 

重機の種類 
窒素酸化物 

（㎥／年） 

浮遊粒子状物質 

（kg／年） 

バックホウ（0.8 ㎥） 1,930  41.2  

バックホウ（0.45 ㎥） 170  3.6  

ダンプトラック 202  3.1  

ラフテレーンクレーン 228  3.4  

ブルドーザ 801  11.8  

振動ローラ 7  0.1  

タイヤローラ 12  0.4  

アスファルトフィニッシャ 17  0.4  

合 計 3,367  64.0  

 

（ウ）排出源位置及び高さ 

予測時期（工事着手後 30～41 ヶ月目）における排出源の位置は、１年間の重機

の稼働範囲を想定し図 8.1-10 に示すとおりとした。 

工事計画から重機等の事業予定地内での移動を考慮して、排出源を事業予定地

内で均等配置した。 

また、排出源高さは特に配慮が必要な施設に対して設置する仮囲いの高さを考

慮して、地上高 3.0ｍとした。 

 

（エ）予測高さ 

予測高さは、地上 1.5ｍ（1 階相当）とした。 
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図 8.1－10 排出源配置図 

（着工 11 ヶ月～22 ヶ月） 
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（オ）気象条件 

重機の稼働に伴う大気質の予測にあたっては、風向、風速については「8.1.2

予測 （1）工事による影響（資材等の運搬）」と同様とした（p.8.1-22 参照）。 

また、雲量、日射量は事業予定地近傍で経年的に観測を行っている仙台管区気

象台のデータを用いた。 

大気安定度の分類は、表 8.1-32 に示すパスキル（Pasquill）の分類に基づき区

分した。 

 

表 8.1-32 パスキル大気安定度階級分類表（日本式、1959） 

風 速 

(地上 10ｍ) 

m/s 

 
日 射 量 

cal/cm2･h 
 本 曇 

(8～10) 

(日中･夜

間) 

夜 間 

≧50 49～25 ≦24 

上層雲(5～10) 

中･下層雲(5

～7) 

雲 量 

(0～4) 

＜ 2 Ａ Ａ-Ｂ Ｂ Ｄ (Ｇ) (Ｇ) 

2～ 3 Ａ-Ｂ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

3～ 4 Ｂ Ｂ-Ｃ Ｃ Ｄ Ｄ Ｅ 

4～ 6 Ｃ Ｃ-Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ 

6＜ Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ 

出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」平成 12 年 12 月、公害研究対策センター 

注1） 日射量について、原文は定性的であるので、これに相当する量を推定して定量化した。  

注2） 夜間は日の入り前 1 時間から日の出後 1 時間の間を指す。 

注3） 日中、夜間とも本曇（8～10）のときは風速のいかんにかかわらず中立状態 D とする。 

注4） 夜間（注２）の前後 1 時間は雲の状態いかんにかかわらず中立状態 D とする。 

 

（カ）二酸化窒素変換モデル 

二酸化窒素変換モデルは、「8.1.2 予測 （1）工事による影響（資材等の運搬）」

と同様とした（p.8.1-23 参照）。 

 

（キ）バックグラウンド濃度 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度は、「8.1.2 予測 （1）

工事による影響（資材等の運搬）」と同様とした（p.8.1-23 参照）。 

 

（ク）日平均値換算式 

二酸化窒素の年平均値から日平均値の年間 98％値及び浮遊粒子状物質の年平

均値から日平均値の 2％除外値への変換は、「8.1.2 予測 （1）工事による影響（資

材等の運搬）」と同様とした（p.8.1-24 参照）。 
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カ 予測結果 

（ア）二酸化窒素 

重機の稼働に伴う二酸化窒素の予測結果は、表8.1-33～34、図8.1-11に示すと

おりである。 

重機の稼働に伴う二酸化窒素濃度の予測結果は、敷地境界の最大濃度着地地点

（事業予定地敷地境界（南側））において、寄与濃度は0.001684ppm、将来濃度は

0.013684ppm、寄与率は12.3％、日平均値の年間98％値は0.0284ppmとなり、環境

基準及び仙台市定量目標を下回ると予測する。 

また、予測地点のうち、事業予定地内に存在する特に配慮が必要な施設である

仙台富沢病院の敷地の最大着地濃度は、寄与濃度は0.001919ppm、将来濃度は

0.013919ppm、寄与率は13.8％、日平均値の年間98％値は0.0287ppm、富沢小学校

の敷地の最大着地濃度は、寄与濃度は0.001616ppm、将来濃度は0.013616ppm、寄

与率は11.9％、日平均値の年間98％値は0.0283ppmとなり、環境基準及び仙台市定

量目標を下回ると予測する。 

その他の予測地点についても、すべて環境基準及び仙台市定量目標を下回ると

予測する。 

 

表 8.1-33 重機の稼働に伴う二酸化窒素の予測結果（年平均値）  

予測地点 
予測高

さ 

建設機械による

寄与濃度 

（ppm） 

バックグラウンド

濃度 

（ppm） 

年平均値 

（ppm） 

寄与率 

（％） 

敷地境界の 

最大濃度着地地点 
1.5ｍ 0.001684  

0.012 

0.013684  12.3  

①仙台富沢病院 1.5ｍ 0.001919  0.013919  13.8  

②富沢小学校 1.5ｍ 0.001616  0.013616  11.9  

③仙台血液 

疾患センター 
1.5ｍ 0.000105 0.012105  0.9  

④西多賀小学校 1.5ｍ 0.000155  0.012155  1.3  

⑤富沢中学校 1.5ｍ 0.000180  0.012180  1.5  

⑥敷地境界（北側） 1.5ｍ 0.000605 0.012605 4.8  

⑦敷地境界（南東側） 1.5ｍ 0.001453  0.013453  10.8  

⑧事業予定地 

北西側住宅地 
1.5ｍ 0.000205  0.012205  1.7  
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表 8.1-34 重機の稼働に伴う二酸化窒素の予測結果（日平均値の年間 98％値） 

予測地点 予測高さ 
日平均値の年間 98%値 

（ppm） 
環境基準 

仙台市定量目標 

(杜の都環境プラン) 

敷地境界の 

最大濃度着地地点 
1.5ｍ 0.0284 

0.04～0.06ppm 

又はそれ以下 
0.04ppm 以下 

①仙台富沢病院 1.5ｍ 0.0287 

②富沢小学校 1.5ｍ 0.0283 

③仙台血液 

疾患センター 
1.5ｍ 0.0263 

④西多賀小学校 1.5ｍ 0.0263 

⑤富沢中学校 1.5ｍ 0.0264 

⑥敷地境界（北側） 1.5ｍ 0.0270 

⑦敷地境界（南東側） 1.5ｍ 0.0281 

⑧事業予定地 

北西側住宅地 
1.5ｍ 0.0264 
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図 8.1－9 重機の稼働に伴う二酸化窒素寄与濃度 
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（イ）浮遊粒子状物質 

重機の稼働に伴う浮遊粒子状物質の予測結果は、表8.1-35～36、図8.1-12に示

すとおりである。 

重機の稼働に伴う浮遊粒子状物質濃度の予測結果は、敷地境界における最大濃

度着地地点（事業予定地敷地境界（南側））の予測高さ1.5ｍで、寄与濃度は

0.000071mg/㎥、将来濃度は0.017071mg/㎥、寄与率は0.4％、日平均値の2％除外

値は0.0436mg/㎥となり、環境基準及び仙台市定量目標を下回ると予測する。 

また、予測地点のうち、事業予定地内に存在する特に配慮が必要な施設である

仙台富沢病院の敷地の最大着地濃度は、寄与濃度は0.000096mg/㎥、将来濃度は

0.017096mg/㎥、寄与率は0.6％、日平均値の2％除外値は0.0436mg/㎥、富沢小学

校の敷地の最大着地濃度は、予測高さ1.5mで、寄与濃度は0.000081mg/㎥、将来濃

度は0.017081mg/㎥、寄与率は0.5％、日平均値の2％除外値は0.0436mg/㎥となり、

環境基準及び仙台市定量目標を下回ると予測する。 

その他の予測地点についても、すべて環境基準及び仙台市定量目標を下回ると

予測する。 

 

表 8.1-35 重機の稼働に伴う浮遊粒子状物質の予測結果（年平均値）  

予測地点 
予測高

さ 

建設機械による

寄与濃度 

（mg/㎥） 

バックグラウンド 

濃度 

（mg/㎥） 

年平均値 

（mg/㎥） 

寄与率 

（％） 

敷地境界の 

最大濃度着地地点 
1.5ｍ 0.000071  

0.017 

0.017071 0.4  

①仙台富沢病院 1.5ｍ 0.000096  0.017096 0.6  

②富沢小学校 1.5ｍ 0.000081  0.017081 0.5  

③仙台血液 

疾患センター 
1.5ｍ 0.000004  0.017004 0.1 未満  

④西多賀小学校 1.5ｍ 0.000005  0.017005 0.1 未満  

⑤富沢中学校 1.5ｍ 0.000006  0.017006 0.1 未満  

⑥敷地境界（北側） 1.5ｍ 0.000021  0.017021 0.1  

⑦敷地境界（南東側） 1.5ｍ 0.000062  0.017062 0.4  

⑧事業予定地 

北西側住宅地 
1.5ｍ 0.000008  0.017008 0.1 未満  
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表 8.1-36 重機の稼働に伴う浮遊粒子状物質の予測結果（日平均値の年間 2％除外値） 

予測地点 予測高さ 

日平均値の年間 

2%除外値 

（mg/㎥） 

環境基準 
仙台市定量目標 

(杜の都環境プラン) 

敷地境界の 

最大濃度着地地点 
1.5ｍ 0.0436  

0.10mg/㎥以下 0.10mg/㎥以下 

①仙台富沢病院 1.5ｍ 0.0436  

②富沢小学校 1.5ｍ 0.0436  

③仙台血液 

疾患センター 
1.5ｍ 0.0435  

④西多賀小学校 1.5ｍ 0.0435  

⑤富沢中学校 1.5ｍ 0.0435  

⑥敷地境界（北側） 1.5ｍ 0.0436  

⑦敷地境界（南東側） 1.5ｍ 0.0436  

⑧事業予定地 

北西側住宅地 
1.5ｍ 0.0435  
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図 8.1－13 重機の稼働に伴う浮遊粒子状物質寄与濃度 
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(3) 工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働による複合的な影響 

工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働による複合的な影響は、「8.1.2 予測 （1）

工事による影響（資材等の運搬）」及び「8.1.2 予測 （2）工事による影響（重機の稼

働）」の予測結果の合成により行った。 

合成に係る予測地点（以下、合成予測地点）は、敷地境界の最大濃度着地地点のほ

か、事業予定地周辺において特に配慮が必要な施設のうち、工事用車両の走行に伴う

影響を受けると考えられる仙台富沢病院及び富沢小学校の 2 地点とし、表 8.1－37(1)

～(2)及び図 8.1-4（p.8.1-15）、図 8.1-11（p.8.1-37）及び図 8.1-12（p.8.1-40）に示す

とおりである。 

 

表 8.1-37(1) 合成予測地点と合成に適用する予測結果（二酸化窒素） 

予測地点 
予測 

高さ 

建設機械による 

寄与濃度① 

（ppm） 

工事中基礎交通量による 

寄与濃度② 

（ppm） 

工事用車両による 

寄与濃度③ 

（ppm） 

バックグラウンド 

濃度④ 

（ppm） 

敷地境界の 

最大濃度着 

地地点 

1.5ｍ 0.001684  0.000635  0.000031  

0.012 仙台富沢 

病院 
1.5ｍ 0.001919  0.000635  0.000031  

富沢小学校 1.5ｍ 0.001616  0.000635  0.000031  

※１：資材等の運搬の予測結果は、道路境界における予測結果であり、合成予測地点と異なるが、工事に

よる影響が最大となるよう道路境界における予測結果を用いた。 

 

 

表 8.1-37(2) 合成予測地点と合成に適用する予測結果（浮遊粒子状物質） 

予測地点 
予測 

高さ 

建設機械による 

寄与濃度（Ａ） 

（mg/㎥） 

工事中基礎交通量による 

寄与濃度（Ｂ） 

（mg/㎥） 

工事用車両による 

寄与濃度（Ｃ） 

（mg/㎥） 

バックグラウンド 

濃度（Ｄ） 

（mg/㎥） 

敷地境界の 

最大濃度 

着地地点 

1.5ｍ 0.000071  0.000119  0.000006  

0.017 仙台富沢 

病院 
1.5ｍ 0.000096  0.000119  0.000006  

富沢小学校 1.5ｍ 0.000081  0.000119  0.000006  

※１：資材等の運搬の予測結果は、道路境界における予測結果であり、合成予測地点と異なるが、工事に

よる影響が最大となるよう道路境界における予測結果を用いた。 
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ア 二酸化窒素 

資材等の運搬及び重機の稼働に伴う二酸化窒素濃度の合成結果は、表 8.1-38 に示

すとおりである。 

工事による影響の合成の結果、複数の環境影響要因を考慮した場合でも、二酸化

窒素濃度の日平均値の年間 98％値は 0.0291～0.0295ppm となり、環境基準及び仙台

市定量目標を下回ると予測する。 

 

表 8.1-38 工事中の二酸化窒素濃度の合成予測結果 

予測地点 
予測 

高さ 

年平均値 

①＋②＋③＋④ 

（ppm） 

日平均値の 

年間 98％値 

（ppm） 

環境基準 
仙台市定量目標 

(杜の都環境プラン) 

敷地境界の 

最大濃度 

着地地点 

1.5ｍ 0.014350  0.0292 

0.04～0.06ppm

又はそれ以下 
0.04ppm 以下 仙台富沢 

病院 
1.5ｍ 0.014585  0.0295 

富沢小学校 1.5ｍ 0.014282  0.0291 

※①～④：表 8.1-37(1)に示した「合成に適用する予測結果」。 

 

 

イ 浮遊粒子状物質 

資材等の運搬及び重機の稼働に伴う浮遊粒子状物質濃度の合成結果は表 8.1-39

に示すとおりである。 

工事による影響の合成の結果、複数の環境影響要因を考慮した場合、浮遊粒子状

物質濃度の日平均値の 2％除外値は 0.0437mg/㎥となり、環境基準及び仙台市定量目

標を下回ると予測する。 

 

表 8.1-39 工事中の浮遊粒子状物質濃度の合成予測結果 

予測地点 
予測 

高さ 

年平均値 

（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ） 

（mg/㎥） 

日平均値の 

年間 2％除外値 

（mg/㎥） 

環境基準 
仙台市定量目標 

(杜の都環境プラン) 

敷地境界の 

最大濃度 

着地地点 

1.5ｍ 0.017196 0.0437 

0.10mg/㎥以下 0.10mg/㎥以下 仙台富沢 

病院 
1.5ｍ 0.017221 0.0437 

富沢小学校 1.5ｍ 0.017206 0.0437 

※（Ａ）～（Ｄ）：表 8.1-37(2)に示した「合成に適用する予測結果」。 



8.1-43 

(4)  工事による影響（粉じん）（重機の稼働、切土・盛土・掘削等） 

ア 予測内容 

造成工事に伴い発生する粉じんの飛散状況とした。 

 

イ 予測地域及び予測地点 

予測地域は、大気の変化、粉じんの飛散が想定される範囲として事業予定地境界

より 500ｍの範囲とする。 

予測地点は、「工事による影響（重機の稼働）」と同様に、特に配慮が必要な施設

等として、図 8.1-4（p.8.1-15）に示した富沢病院、富沢小学校等の 8 地点を選定した。 

 

ウ 予測時期 

本事業は、事業予定地内を工区分けして段階的な造成を行う。  

そのため、予測時期は、工事区域面積が最大となる時期とした。 

 

エ 予測方法 

予測は、表 8.1-40 に示すビューフォート風力階級と、事業予定地周辺に位置する

長町測定局における地上 10ｍの風速の出現頻度を推定し、周辺地域に対する影響の

程度を定性的に予測した。 

また、造成工事時に実施する粉じんの飛散防止措置は、工事計画に基づき、以下

のとおりとし、これらを予測の前提条件とした。 

・粉じんの発生及び飛散が考えられる造成工事時には、適宜散水を行う。 

・工事区域の外周には、特に配慮が必要な施設の近傍等に必要に応じて仮囲い（高

さ 3ｍ）を設置する。 

・盛土材の搬入時においては、工事用車両の荷台に防塵のための覆いを行う。 

 

表 8.1-40 ビューフォート風力階級表 

風力 

階級 

開けた平らな地面から 10ｍ 

の高さにおける相当風速 
陸上での状況説明 

0 0.3m/s 未満 静穏 煙はまっすぐに昇る。 

1 0.3m/s 以上 1.6m/s 未満 風向は、煙がなびくのでわかるが風見には感じない。 

2 1.6m/s 以上 3.4m/s 未満 顔に風を感じる。木の葉が動く。風見も動きだす。 

3 3.4m/s 以上 5.5m/s 未満 木の葉や細い小枝がたえず動く。軽い旗が開く。 

4 5.5m/s 以上 8.0m/s 未満 砂ほこりが立ち、紙片が舞い上がる。小枝が動く。 

5 8.0m/s 以上 10.8m/s 未満 
葉のあるかん木がゆれはじめる。池や沼の水面に波が

しらが立つ。 

6 10.8m/s 以上 13.9m/s 未満 大枝が動く。電線がなる。かさは、さしにくい。 

7 13.9m/s 以上 17.2m/s 未満 樹木全体がゆれる。風に向かっては歩きにくい。 

8 17.2m/s 以上 20.8m/s 未満 小枝が折れる。風に向かっては歩けない。 

9 20.8m/s 以上 24.5m/s 未満 
人家にわずかの損害がおこる。(煙突が倒れ、かわらが

はがれる。) 

10 24.5m/s 以上 28.5m/s 未満 
陸地の内部ではめずらしい。樹木が根こそぎになる。

人家に大損害がおこる。 

11 28.5m/s 以上 32.7m/s 未満 めったにおこらない。広い範囲の破壊を伴う。 

12 32.7m/s 以上 ― 

出典：昭和 28 年運輸省告示第 58 号（気象庁風力階級表等） 
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オ 予測結果 

ビューフォート風力階級に分類した地上風速調査結果（平成 22 年度の長町測定

局）は、表 8.1-41～45 に示すとおりであり、土壌が飛散する可能性がある風力階級

4 以上の風速（高さ 10ｍにおける風速 5.5m/s 以上）発生頻度は年間 1％未満である

と予測する。 

造成工事に伴い発生する粉じんは、適宜散水を行い、工事用車両の荷台に防塵覆

いを行い、また、工事区域の外周には、特に配慮が必要な施設の近傍等に必要に応

じて高さ 3ｍの仮囲いを設置することにより、粉じんの飛散を最小限に抑えられる

と予測する。 

 

表 8.1-41 風力階級別の風速出現頻度予測結果（通期） 

風力 

階級 
風速 

風速出現頻度（通期） 

N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW 

0 WS＜0.3 CALM 

1 
0.3≦WS 

＜1.6 
2.8  2.4  1.5  1.8  2.0  3.1  4.2  3.0  2.1  2.7  2.8  3.5  2.9  3.6  2.3  3.0  

2 
1.6≦WS 

＜3.4 
3.6  1.7  0.4  0.3  0.9  4.1  4.2  1.6  0.6  0.6  0.4  0.8  0.8  1.8  3.9  2.6  

3 
3.4≦WS 

＜5.5 
0.4  0.1  0.0  0.0  0.0  0.1  0.2  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.6  0.3  

4 
5.5≦WS 

＜8.0 
0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

5 
8.0≦WS 

＜10.8 
0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

※開けた平らな地面から 10ｍの高さにおける相当風速を指す。長町測定局の風速観測高さは 10ｍである。 

※風速 0.4m/s 以下（CALM）は風速出現頻度に含まれていない。 

※WS：風速 

 

表 8.1-42 風力階級別の風速出現頻度予測結果（春季） 

風力 

階級 
風速 

風速出現頻度（春季） 

N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW 

0 WS＜0.3 CALM 

1 
0.3≦WS 

＜1.6 
2.7  2.9  2.1  1.8  2.1  3.4  4.1  2.7  1.8  2.2  2.1  3.4  3.3  3.7  2.3  2.9  

2 
1.6≦WS 

＜3.4 
4.0  2.4  0.6  0.5  1.1  4.3  4.4  2.6  1.5  0.3  0.4  0.8  1.4  3.0  5.8  2.3  

3 
3.4≦WS 

＜5.5 
0.3  0.0  0.0  0.0  0.0  0.3  0.9  0.1  0.0  0.0  0.0  0.1  0.0  0.0  1.1  0.4  

4 
5.5≦WS 

＜8.0 
0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

5 
8.0≦WS 

＜10.8 
0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

※開けた平らな地面から 10ｍの高さにおける相当風速を指す。長町測定局の風速観測高さは 10ｍである。 

※風速 0.4m/s 以下（CALM）は風速出現頻度に含まれていない。 

※WS：風速 

 

 



8.1-45 

表 8.1-43 風力階級別の風速出現頻度予測結果（夏季） 

風力 

階級 
風速 

風速出現頻度（夏季） 

N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW 

0 WS＜0.3 CALM 

1 
0.3≦WS 

＜1.6 
1.4  2.2  1.8  3.5  3.8  5.7  8.4  5.2  3.0  3.9  2.6  2.6  0.9  0.9  1.0  1.2  

2 
1.6≦WS 

＜3.4 
1.0  0.7  0.2  0.2  1.2  8.8  8.5  2.0  0.4  0.5  0.2  0.4  0.0  0.0  0.3  0.3  

3 
3.4≦WS 

＜5.5 
0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

4 
5.5≦WS 

＜8.0 
0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

5 
8.0≦WS 

＜10.8 
0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

※開けた平らな地面から 10ｍの高さにおける相当風速を指す。長町測定局の風速観測高さは 10ｍである。 

※風速 0.4m/s 以下（CALM）は風速出現頻度に含まれていない。 

※WS：風速 

 

表 8.1-44 風力階級別の風速出現頻度予測結果（秋季） 

風力 

階級 
風速 

風速出現頻度（秋季） 

N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW 

0 WS＜0.3 CALM 

1 
0.3≦WS 

＜1.6 
3.7  2.2  1.2  0.8  1.2  2.2  2.8  2.6  2.1  2.2  2.9  3.7  3.2  2.9  2.9  3.7  

2 
1.6≦WS 

＜3.4 
4.9  1.9  0.4  0.3  0.8  2.2  2.7  0.8  0.1  0.4  0.3  0.8  0.2  0.5  2.6  4.0  

3 
3.4≦WS 

＜5.5 
0.3  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.2  0.5  

4 
5.5≦WS 

＜8.0 
0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

5 
8.0≦WS 

＜10.8 
0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

※開けた平らな地面から 10ｍの高さにおける相当風速を指す。長町測定局の風速観測高さは 10ｍである。 

※風速 0.4m/s 以下（CALM）は風速出現頻度に含まれていない。 

※WS：風速 

 

表 8.1-45 風力階級別の風速出現頻度予測結果（冬季） 

風力 

階級 
風速 

風速出現頻度（冬季） 

N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW 

0 WS＜0.3 CALM 

1 
0.3≦WS 

＜1.6 
3.3  2.5  0.9  1.0  1.1  1.2  1.4  1.6  1.6  2.7  3.7  4.4  4.2  6.8  3.0  4.0  

2 
1.6≦WS 

＜3.4 
4.4  1.7  0.5  0.2  0.5  0.8  1.2  0.9  0.6  1.3  0.8  1.3  1.5  3.9  7.1  3.9  

3 
3.4≦WS 

＜5.5 
0.9  0.2  0.0  0.1  0.2  0.1  0.0  0.0  0.0  0.0  0.1  0.0  0.0  0.1  1.1  0.5  

4 
5.5≦WS 

＜8.0 
0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

5 
8.0≦WS 

＜10.8 
0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

※開けた平らな地面から 10ｍの高さにおける相当風速を指す。長町測定局の風速観測高さは 10ｍである。 

※風速 0.4m/s 以下（CALM）は風速出現頻度に含まれていない。 

※WS：風速 
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(5) 供用による影響（資材・製品・人等の運搬・輸送） 

ア 予測内容 

自動車走行による大気中の排出ガス濃度（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）を算出

し、予測地点における道路断面での距離減衰濃度を予測することとした。 

 

イ 予測地域及び予測地点 

自動車の走行による大気中の排出ガス濃度（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）の影

響の予測地点として、表 8.1-46 に示す地点を選定した。 

なお、選定した予測地点は図 8.1-4（p.8.1-15）に示した地点 B である。 

 

表 8.1-46 予測地点（大気質：供用による影響（資材・製品・人等の運搬・輸送））  

地点番号 予測地点 図 

B 富沢山田線 図 8.1-4 

 

ウ 予測時期 

予測時期は、竣工後、住宅及び商業店舗等が立地し、事業活動が定常状態に達し

た時期とした。 

 

エ 予測方法 

予測方法は、「8.1.2 予測 （1）工事による影響（資材等の運搬）」と同様とした

（p.8.1-16 参照）。 

 

オ 予測条件 

（ア）道路条件 

道路条件は、事業計画では発生集中交通量、想定走行ルート、走行時間配分、

排出係数等とし、環境条件は気象状況、地形状況、配慮すべき施設等とした。 

 

（イ）排出源の位置 

排出源の位置は、図 8.1-13 に示すとおりとした。市道富沢山田線は本事業で歩

道が拡幅される計画である。 

 

 

単位：m 

図 8.1-13 予測地点Ｂの道路断面（市道富沢山田線沿道） 
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（ウ）予測高さ 

予測高さは、地上 1.5ｍ（1 階相当）とした。 

 

（エ）気象条件 

気象条件は、「8.1.2 予測 （1）工事による影響（資材等の運搬）」と同様とし

た（p.8.1-22 参照）。 

 

（オ）将来交通量 

供用後の将来交通量は、表 8.1-47 に示すとおりである。 

将来交通量は、事業予定地周辺の将来基礎交通量に本事業の発生集中交通量（施

設関連車両）が付加されることを考慮して設定した。（詳細は、資料編 p.2.1-31、

33 参照）。 

なお、将来基礎交通量の基礎となる仙台市将来交通推計は、事業予定地周辺の将

来像を見据えて広域的な交通流の配分検討がなされている。 

 

表 8.1-47 将来交通量（市道富沢山田線） 

予測地点（対象路線） 
 平 日 休 日 

大型車 小型車 計 大型車 小型車 計 

地点 B 

市道富沢山田線 

将来基礎交通量 194 6,606 6,800 124 6,053 6,176 

施設関連交通量 379 12,973 13,352 242 11,886 12,128 

計 573 19,579 20,152 365 17,939 18,304 

 

（カ）走行速度 

現地調査によると、予測断面における平日及び休日の平均走行速度は、表 8.1-48

に示すとおり、制限速度+10km/h 程度であった。 

自動車の走行速度が遅いほど、排出ガス量は多くなる傾向であることから、予

測条件の走行速度は、対象道路の制限速度とし、市道富沢山田線は 40km/h とし

た。 

 

表 8.1-48 走行速度（平日・休日） 

予測地点（路線名） 制限速度 平日平均走行速度 休日平均走行速度 

地点 B 市道富沢山田線 40km/h 52.7km/h 49.7km/h 

 

（キ）排出係数 

排出係数は、表 8.1-49 に示すとおりとした。 

 

表 8.1-49 予測に用いる排出係数 

項目 窒素酸化物（NOx） 浮遊粒子状物質（SPM） 

車種 小型車類 大型車類 小型車類 大型車類 

平均走行速度（km/h） 40 0.077 1.35 0.004 0.071 

出典：「道路環境影響評価の技術手法」（平成 19 年 9 月（財）道路環境研究所） 
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（ク）二酸化窒素変換モデル 

二酸化窒素変換モデルは、「8.1.2 予測 （1）工事による影響（資材等の運搬）」

と同様とした（p.8.1-23 参照）。 

 

（ケ）バックグラウンド濃度 

バックグラウンド濃度は、「8.1.2 予測 （1）工事による影響（資材等の運搬）」

と同様とした（p.8.1-23 参照）。 

 

（コ）日平均値換算式 

日平均値換算式は、「8.1.2 予測 （1）工事による影響（資材等の運搬）」と同様

とした（p.8.1-24 参照）。 
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カ 予測結果 

（ア）二酸化窒素 

供用後の自動車の走行に伴う二酸化窒素濃度の予測結果は、表 8.1-50(1)～(2)

及び表 8.1-51(1)～(2)に示すとおりである。 

供用後の二酸化窒素濃度は、平日で 0.013101～0.013138ppm、休日で 0.012897

～0.012946ppm となり、施設関連車両の走行に伴う二酸化窒素濃度の寄与率は、

平日で 5.7～5.9％、休日で 5.8～5.9％と予測する。 

また、二酸化窒素濃度の日平均値の年間 98％値は、平日で 0.0276～0.0277ppm、

休日で 0.0273～0.0274ppm となり、環境基準及び仙台市定量目標を下回ると予測

する。 

 

表 8.1-50(1) 自動車の走行に伴う二酸化窒素の予測結果（平日：年平均値） 

予測地点 
将来基礎交

通量 

に伴う 

寄与濃度 

①（ppm） 

施設関連車

両の走行 

に伴う寄与

濃度 

②（ppm） 

バック 

グラウンド 

濃度 

③（ppm） 

供用時の 

将来濃度 

④ 

=①+②＋③ 

（ppm） 

施設関連 

車両による 

寄与率 

②/④（％） 
路線名 

道路 

境界 

地点Ｂ 

市道 

富沢 

山田線 

北側 0.000369  0.000769  

0.012 

0.013138 5.9  

南側 0.000357  0.000744  0.013101 5.7  

※ 道路端から 50m 離れた地点までの自動車の走行による寄与濃度の距離減衰は、資料編 p.2.1-37 参照 

 

表 8.1-50(2)  自動車の走行に伴う二酸化窒素の予測結果（休日：年平均値） 

予測地点 
将来基礎交

通量 

に伴う 

寄与濃度 

①（ppm） 

施設関連車

両の走行 

に伴う寄与

濃度 

②（ppm） 

バック 

グラウンド 

濃度 

③（ppm） 

供用時の 

将来濃度 

④ 

=①+②＋③ 

（ppm） 

施設関連 

車両による 

寄与率 

②/④（％） 
路線名 

道路 

境界 

地点Ｂ 

市道 

富沢 

山田線 

北側 0.000177  0.000769  

0.012 

0.012946 5.9  

南側 0.000153  0.000744  0.012897 5.8  

※ 道路端から 50m 離れた地点までの自動車の走行による寄与濃度の距離減衰は、資料編 p.2.1-37 参照 
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表 8.1-51(1)  自動車の走行に伴う二酸化窒素の予測結果（平日：日平均値の年間 98％値） 

予測地点 予測 

高さ 

(ｍ) 

日平均値の 

年間 98％値 

（ppm） 

環境基準 
仙台市定量目標 

(杜の都環境プラン) 
路線名 

道路 

境界 

地点Ｂ 

市道 

富沢 

山田線 

北側 1.5 0.0277 
0.04～0.06ppm 

又はそれ以下 
0.04ppm 以下 

南側 1.5 0.0276 

 

表 8.1-51(2)  自動車の走行に伴う二酸化窒素の予測結果（休日：日平均値の年間 98％値） 

予測地点 予測 

高さ 

(ｍ) 

日平均値の 

年間 98％値 

（ppm） 

環境基準 
仙台市定量目標 

(杜の都環境プラン) 
路線名 

道路 

境界 

地点Ｂ 

市道 

富沢 

山田線 

北側 1.5 0.0274  
0.04～0.06ppm 

又はそれ以下 
0.04ppm 以下 

南側 1.5 0.0273  
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（イ）浮遊粒子状物質 

供用後の自動車の走行に伴う浮遊粒子状物質濃度の予測結果は、表 8.1-52(1)

～(2)及び表 8.1-53(1)～(2)に示すとおりである。 

供用後の浮遊粒子状物質濃度は、平日で 0.017213～0.017219mg/㎥、休日で

0.017171～0.017181mg/㎥となり、施設関連車両の走行に伴う浮遊粒子状物質濃度

の寄与率は、平日で 0.8％、休日で 0.7％と予測する。 

また、浮遊粒子状物質濃度の日平均値の年間 2％除外値は、平日で 0.0437mg/

㎥、休日で 0.0437mg/㎥となり、環境基準及び仙台市定量目標を下回ると予測す

る。 

 

表 8.1-52(1)  自動車の走行に伴う浮遊粒子状物質の予測結果（平日：年平均値）  

予測地点 
将来基礎交

通量 

に伴う 

寄与濃度 

①（mg/㎥） 

施設関連車

両の走行 

に伴う寄与

濃度 

②（mg/㎥） 

バック 

グラウンド 

濃度 

③（mg/㎥） 

供用時の 

将来濃度 

④ 

=①+②＋③ 

（mg/㎥） 

施設関連 

車両による 

寄与率 

②/④（％） 
路線名 

道路 

境界 

地点Ｂ 

市道 

富沢 

山田線 

北側 0.000074  0.000145  

0.017 

0.017219 0.8  

南側 0.000072  0.000141  0.017213 0.8  

※ 道路端から 50m 離れた地点までの自動車の走行による寄与濃度の距離減衰は、資料編 p.2.1-38 参照 

 

表 8.1-52(2)  自動車の走行に伴う浮遊粒子状物質の予測結果（休日：年平均値）  

予測地点 
将来基礎交

通量 

に伴う 

寄与濃度 

①（mg/㎥） 

施設関連車

両の走行 

に伴う寄与

濃度 

②（mg/㎥） 

バック 

グラウンド 

濃度 

③（mg/㎥） 

供用時の 

将来濃度 

④ 

=①+②＋③ 

（mg/㎥） 

施設関連 

車両による 

寄与率 

②/④（％） 
路線名 

道路 

境界 

地点Ｂ 

市道 

富沢 

山田線 

北側 0.000061  0.000120  

0.017 

0.017181 0.7 

南側 0.000058  0.000113  0.017171 0.7 

※ 道路端から 50m 離れた地点までの自動車の走行による寄与濃度の距離減衰は、資料編 p.2.1-38 参照 
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表 8.1-53(1)  自動車の走行に伴う浮遊粒子状物質の予測結果（平日：日平均値の 2％除外値） 

予測地点 予測 

高さ 

(ｍ) 

日平均値の 

2％除外値 

（ppm） 

環境基準 
仙台市定量目標 

(杜の都環境プラン) 
路線名 

道路 

境界 

地点Ｂ 

市道 

富沢 

山田線 

北側 1.5 0.0437 

0.10mg/㎥以下 0.10mg/㎥以下 

南側 1.5 0.0437 

 

表 8.1-53(2)  自動車の走行に伴う浮遊粒子状物質の予測結果（休日：日平均値の 2％除外値） 

予測地点 予測 

高さ 

(ｍ) 

日平均値の 

2％除外値 

（ppm） 

環境基準 
仙台市定量目標 

(杜の都環境プラン) 
路線名 

道路 

境界 

地点Ｂ 

市道 

富沢 

山田線 

北側 1.5 0.0437 

0.10mg/㎥以下 0.10mg/㎥以下 

南側 1.5 0.0437 

 

 



8.1-53 

8.1.3  環境の保全及び創造のための措置 

(1) 工事による影響（資材等の運搬） 

ア 保全方針の検討 

工事用車両の走行に伴う大気質の影響を予測した結果、環境基準及び仙台市定量目

標を下回ると予測したが、本事業の実施にあたっては、工事用車両の走行に伴う大気

質の影響を可能な限り最小限にするために、「発生源からの大気汚染物質排出量の低

減」を保全方針とする。 

 

イ 環境の保全及び創造のための措置の検討結果 

本事業の工事期間中において資材等の運搬に伴う大気汚染に対し、実行可能な環

境の保全のための措置は、以下の①～③に示すとおりである。 

また、その実施期間、内容及びその効果等については表 8.1-54 に示すとおりであ

る。 

 

①工事の平準化等 

・工事計画の策定にあたっては、工事用車両が一時的に集中しないよう工事を平

準化し、計画的かつ効率的な運行を行う。 

・工事用車両の点検・整備を十分に行う。 

・工事用車両については、低排出ガス認定自動車の採用に努める。 

②作業員教育 

・工事関係者に対して、入場前教育や作業前ミーティングにおいて、工事用車両

等のアイドリングストップや無用な空ふかし、過積載や急加速等の高負荷運転

をしないよう指導・教育を徹底する。 

③交通誘導 

・工事用車両の走行を円滑にするために交通誘導を実施する。 

 

表 8.1-54 環境の保全のための措置の検討結果整理 

環境保全措置 工事の平準化等 作業員教育 交通誘導 

実施期間 工事中 

実施位置 

事業予定地内及び

工事用車両ルート

全線 

事業予定地内 
事業予定地の出入

口ゲート付近 

実施内容 

・ 計画的かつ効率的

な運行 

・ 工事用車両の点

検・整備 

・ 低排出ガス認定自

動車の採用 

・ 入場前教育や作業

前ミーティングで

の指導・教育の徹

底 

・交通誘導の実施 

効果及び変化 
効果を定量的に把握できないが、実行可能な範囲で影響を低減

できる。 

副次的な影響 なし 
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(2)  工事による影響（重機の稼働） 

ア 保全方針の検討 

重機等の稼働に伴う大気質の影響を予測した結果、環境基準及び仙台市定量目標

を下回ると予測したが、本事業の実施にあたっては、重機の稼働に伴う大気質の影

響を可能な限り最小限にするために、「発生源からの大気汚染物質排出量の低減」を

保全方針とする。 

 

イ 環境の保全及び創造のための措置の検討結果 

本事業の工事期間中において重機の稼働に伴う大気汚染に対し、実行可能な環境

の保全のための措置は、以下の①～③に示すとおりである。 

また、その実施期間、内容及びその効果等については表 8.1-55 に示すとおりであ

る。 

 

①工事の平準化等 

・工事計画の策定にあたっては、重機等の集中稼働を行わないよう工事を平準化

し、計画的かつ効率的に作業を行う。 

・工事の規模に応じた適切な重機を使用し、保全対象に近い位置で不必要に大き

な重機での作業を行わない。 

・重機等の使用に際しては点検・整備を十分に行う。 

②作業員教育 

・工事関係者に対して、入場前教育や作業前ミーティングにおいて、重機等のア

イドリングストップや高負荷運転をしないよう指導・教育を徹底する。 

③排出ガス対策型重機の採用 

・可能な限り排出ガス対策型重機の採用に努める。 

 

表 8.1-55 環境の保全のための措置の検討結果整理 

環境保全措置 工事の平準化等 作業員教育 排出ガス対策型重機の採用 

実施期間 工事中 

実施位置 事業予定地内 

実施内容 
・ 計画的かつ効率的な作業 

・ 重機の点検・整備 

・入場前教育や作業前

ミーティングでの指

導・教育の徹底 

・排出ガス対策型重機の採用

に努める 

効果及び変化 効果を定量的に把握できないが、実行可能な範囲で影響を低減できる。 

副次的な影響 なし 

 



8.1-55 

(3) 工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働による複合的な影響 

ア 保全方針の検討 

工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働による大気質の影響の合成予測の結果、

複数の環境影響要因を考慮した場合でも、環境基準及び仙台市定量目標を下回ると

予測したが、本事業の実施にあたっては、工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働

による複合的な影響を可能な限り最小限にするために、「発生源からの大気汚染物

質排出量の低減」を保全方針とし、上記（1）、（2）の環境保全措置を講ずることと

する。 

 

(4)  工事による影響（粉じん）（重機の稼働、切土・盛土・掘削等） 

ア 保全方針の検討 

造成工事に伴い発生する粉じんの飛散状況を予測した結果、土壌が飛散する可能

性がある風速の発生頻度は少なく、粉じんの発生及び飛散が考えられる造成工事時

には、適宜散水を行う。工事区域の外周には、特に配慮が必要な施設の近傍等に必

要に応じて仮囲い（高さ 3ｍ）を設置する、盛土材の搬入時においては、工事用車

両の荷台に防塵のための覆いを行うといった粉じんの飛散防止措置を講じる。これ

らのことから、粉じんの飛散を最小限に抑えられると予測したが、本事業の実施に

あたっては、造成工事に伴い発生する粉じんの飛散による影響を可能な限り最小限

にするために、「粉じんの飛散の防止」を保全方針とする。  

 

イ 環境の保全及び創造のための措置の検討結果 

本事業の工事期間中において造成工事に伴い発生する粉じんの飛散に対し、実行

可能な環境の保全のための措置は、以下の①～②に示すとおりである。 

また、その実施期間、内容及びその効果等については表 8.1-56 に示すとおりであ

る。 

 

①工事の平準化等 

・各工事区域の工事を段階的に実施し、広大な裸地部が出現しないよう工程管理

を実施する。 

・造成裸地は早期緑化等に努める。必要に応じて防塵シート等を覆うことで粉じ

んの飛散を防止する。 

②作業の管理等 

・盛土材を一時保管する場合には、必要に応じて防塵シート等をかぶせ、粉じん

の飛散を防止する。 

・工事用車両出入口ゲートにはタイヤ洗浄装置を設置し、工事用車両の出入りに

よる粉じんの飛散防止に努める。 

・工事期間中は、粉じんの飛散等が発生しないよう計画地内や周辺道路への散水・

清掃等を十分に行う。 
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表 8.1-56 環境の保全のための措置の検討結果整理 

環境保全措置 工事の平準化等 作業の管理等 

実施期間 工事中 

実施位置 事業予定地内 

実施内容 

・広大な裸地部を出現させない工程

管理 

・造成裸地の早期緑化等 

・盛土材の保管時における粉じん飛散防止 

・工事用車両のタイヤ洗浄の実施 

・計画地内や周辺道路への散水・清掃等

の実施 

効果及び変化 効果を定量的に把握できないが、実行可能な範囲で影響を低減できる。 

副次的な影響 なし 

 

(5) 供用による影響（資材・製品・人等の運搬・輸送） 

ア 保全方針の検討 

供用後の自動車の走行に伴う大気質の影響を予測した結果、環境基準及び仙台市定

量目標を下回ると予測したが、本事業の実施にあたっては、自動車の走行に伴う大気

質の影響を可能な限り最小限にするために「発生源からの大気汚染物質排出量の低

減」を保全方針とする。 

 

イ 環境の保全及び創造のための措置の検討結果 

本事業の供用後において資材・製品・人等の運搬・輸送に伴う大気汚染に対し、実

行可能な環境の保全のための措置は、以下の①～②に示すとおりである。 

また、その実施期間、内容及びその効果等については表 8.1-57 に示すとおりである。 

 

①エコドライブの実施 

・事業者は、地権者には換地時に、土地購入者には契約時に、重要事項説明とし

てエコドライブの実施を要請する。 

②公共交通機関の利用 

・事業者は、エコドライブの実施と同様に、地権者及び土地購入者に対し、通勤

や事業活動における人の移動に際してできるだけ公共交通機関を活用するとと

もに、近距離移動に際し、徒歩や自転車で移動することを要請する。 

 

表 8.1-57 環境の保全のための措置の検討結果整理 

環境保全措置 エコドライブの実施 公共交通機関の利用 

実施期間 供用時 

実施位置 事業予定地内 

実施内容 ・エコドライブ実施の要請 ・公共交通機関活用の要請 

効果及び変化 効果を定量的に把握できないが、実行可能な範囲で影響を低減できる。 

副次的な影響 なし 

備考 
地権者及び土地購入者に対して重要事項説明書等において環境の保全

のための措置を周知するとともに、理解を促す。 
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8.1.4.  評価 

(1) 工事による影響（資材等の運搬） 

ア 回避・低減に係る評価 

（ア）評価方法 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対策に対する著しい影響、

濃度の変化の程度等が、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されてい

るものであるか否かを判断する。 

 

（イ）評価結果 

工事用車両の走行に伴う大気質への影響は、予測結果が環境基準及び「杜の都

環境プラン」における定量目標を満足することから、実行可能な範囲で回避・低

減できるものと評価する。 

さらに、環境保全措置として、工事用車両の点検・整備、低排出ガス認定自動

車の採用、工事の平準化、車両等のアイドリングストップ等の指導・教育、交通

誘導等、排出ガスの抑制を図ることから、実行可能な範囲で回避・低減できるも

のと評価する。 

 

イ 基準や目標との整合に係る評価 

（ア）評価方法 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の排出量が以下に示す基準や目標との整合が図

られているかを評価する。 

・「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和53年7月11日 環境庁告示第38号） 

（日平均値：0.04～0.06ppm又はそれ以下） 

・「杜の都環境プラン」における定量目標（二酸化窒素）（平成9年 仙台市） 

（日平均値：0.04ppm以下） 

・「大気の汚染に係る環境基準について」（昭和48年5月8日 環境庁告示第25号） 

（浮遊粒子状物質：日平均値：0.10mg/㎥以下） 

・「杜の都環境プラン」における定量目標（浮遊粒子状物質）（平成9年 仙台市） 

（日平均値：0.10mg/㎥以下） 

 

（イ）評価結果 

①二酸化窒素 

工事用車両の走行に伴う周辺沿道の工事中の二酸化窒素濃度は、環境基準及

び「杜の都環境プラン」における定量目標を満足することから、「二酸化窒素に

係る環境基準について」及び「杜の都環境プラン」と整合を図ることができる

ものと評価する。 

 

②浮遊粒子状物質 

工事用車両の走行に伴う周辺沿道の工事中の浮遊粒子状物質濃度は、環境基

準及び「杜の都環境プラン」における定量目標を満足することから、「大気の汚

染に係る環境基準について」及び「杜の都環境プラン」と整合を図ることがで

きるものと評価する。 
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(2) 工事による影響（重機の稼働） 

ア 回避・低減に係る評価 

（ア）評価方法 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対策に対する著しい影響、

濃度の変化の程度等が、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されてい

るものであるか否かを判断する。 

 

（イ）評価結果 

重機の稼働に伴う工事中の大気質への影響は、排出ガス対策型の重機等を採用

することにより、予測結果が環境基準及び「杜の都環境プラン」における定量目

標を満足することから、実行可能な範囲で回避・低減できるものと評価する。 

さらに、環境保全措置として、重機の十分な点検・整備の実施、工事の平準化、

重機のアイドリングストップ等の指導・教育等、排出ガスの抑制を図ることから、

実行可能な範囲で回避・低減できるものと評価する。 

 

イ 基準や目標との整合に係る評価 

（ア）評価方法 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の排出量が以下に示す基準や目標との整合が図

られているかを評価する。 

・「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和53年7月11日 環境庁告示第38号） 

（日平均値：0.04～0.06ppm又はそれ以下） 

・「杜の都環境プラン」における定量目標（二酸化窒素）（平成9年 仙台市） 

（日平均値：0.04ppm以下） 

・「大気の汚染に係る環境基準について」（昭和48年5月8日 環境庁告示第25号） 

（浮遊粒子状物質：日平均値：0.10mg/㎥以下） 

・「杜の都環境プラン」における定量目標（浮遊粒子状物質）（平成9年 仙台市） 

（日平均値：0.10mg/㎥以下） 

 

（イ）評価結果 

①二酸化窒素 

重機の稼働に伴う工事中の二酸化窒素濃度は、環境基準及び「杜の都環境プ

ラン」における定量目標を満足することから、「二酸化窒素に係る環境基準につ

いて」及び「杜の都環境プラン」と整合を図ることができるものと評価する。 

 

②浮遊粒子状物質 

重機の稼働に伴う工事中の浮遊粒子状物質濃度は、環境基準及び「杜の都環

境プラン」における定量目標を満足することから、「大気の汚染に係る環境基準

について」及び「杜の都環境プラン」と整合を図ることができるものと評価す

る。 
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(3) 工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働による複合的な影響 

ア 回避・低減に係る評価 

（ア）評価方法 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対策に対する著しい影響、

濃度の変化の程度等が、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されてい

るものであるか否かを判断する。 

 

（イ）評価結果 

工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働に伴う複合的な大気質への影響は、複

数の環境影響要因を考慮した場合でも、予測結果が環境基準及び「杜の都環境プ

ラン」における定量目標を満足することから、実行可能な範囲で回避・低減でき

るものと評価する。 

環境保全措置として、資材等の運搬に関しては、工事用車両の点検・整備、低

排出ガス認定自動車の採用、工事の平準化、車両等のアイドリングストップ等の

指導・教育、交通誘導等、排出ガスの抑制を図るとともに、重機の稼働に関して

は、重機の十分な点検・整備の実施、排出ガス対策型の重機等の採用、工事の平

準化、重機のアイドリングストップ等の指導・教育等、排出ガスの抑制を図るこ

とから、実行可能な範囲で回避・低減できるものと評価する。 

 

イ 基準や目標との整合に係る評価 

（ア）評価方法 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の排出量が以下に示す基準や目標との整合が図

られているかを評価する。 

・「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和53年7月11日 環境庁告示第38号） 

（日平均値：0.04～0.06ppm又はそれ以下） 

・「杜の都環境プラン」における定量目標（二酸化窒素）（平成9年 仙台市） 

（日平均値：0.04ppm以下） 

・「大気の汚染に係る環境基準について」（昭和48年5月8日 環境庁告示第25号） 

（浮遊粒子状物質：日平均値：0.10mg/㎥以下） 

・「杜の都環境プラン」における定量目標（浮遊粒子状物質）（平成9年 仙台市） 

（日平均値：0.10mg/㎥以下） 

 

（イ）評価結果 

①二酸化窒素 

工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働に伴う二酸化窒素濃度の合成予測結

果は、環境基準及び「杜の都環境プラン」における定量目標を満足することか

ら、「二酸化窒素に係る環境基準について」及び「杜の都環境プラン」と整合を

図ることができるものと評価する。 

 

②浮遊粒子状物質 

工事に係る資材等の運搬及び重機の稼働に伴う浮遊粒子状物質濃度の合成予

測結果は、環境基準及び「杜の都環境プラン」における定量目標を満足するこ
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とから、「大気の汚染に係る環境基準について」及び「杜の都環境プラン」と整

合を図ることができるものと評価する。 

 

(4)  工事による影響（粉じん）（重機の稼働、切土・盛土・掘削等） 

ア 回避・低減に係る評価 

（ア）評価方法 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対策に対する著しい影響、

濃度の変化の程度等が、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されてい

るものであるか否かを判断する。 

 

（イ）評価結果 

造成工事に伴い発生する粉じんは、土壌が飛散する可能性のある風速の出現頻

度が年間 1％と少なく、散水の実施、必要に応じた仮囲いの設置、工事用車両に

防じんのための覆いを行う等により、最小限に抑えられることから、実行可能な

範囲で回避・低減できるものと評価する。 

さらに、工事の実施にあたっては、各工事区域の工事を段階的に実施し、広大

な裸地部が出現しないよう工程管理を実施する、造成裸地の早期緑化に努める、

盛土材の一時保管を行う場合には必要に応じて防塵シートで覆う、工事用車両出

入口ゲートにはタイヤ洗浄装置を設置する、計画地内や周辺道路への散水・清掃

等の環境の保全のための措置を講じることにより、造成工事による粉じん等の環

境への影響は、実行可能な範囲で回避・低減できるものと評価する。 
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(5) 供用による影響（資材・製品・人等の運搬・輸送） 

ア 回避・低減に係る評価 

（ア）評価方法 

調査及び予測の結果並びに保全対策を踏まえ、保全対策に対する著しい影響、

濃度の変化の程度等が、事業者の実行可能な範囲で回避され、又は低減されてい

るものであるか否かを判断する。 

 

（イ）評価結果 

施設関連車両の走行に伴う大気質への影響は、予測結果が環境基準及び「杜の

都環境プラン」における定量目標を満足することから、実行可能な範囲で回避・

低減されるものと評価する。 

さらに、環境保全措置として、地権者及び土地購入者に対してエコドライブの

実施や公共交通機関の利用を要請することなどにより、排出ガスの抑制が図られ

ることから、実行可能な範囲で回避・低減されるものと評価する。  

 

イ 基準や目標との整合に係る評価 

（ア）評価方法 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の排出量が以下に示す基準や目標との整合が図

られているかを評価する。 

・「二酸化窒素に係る環境基準について」（昭和53年7月11日 環境庁告示第38号） 

（日平均値：0.04～0.06ppm又はそれ以下） 

・「杜の都環境プラン」における定量目標（二酸化窒素）（平成9年 仙台市） 

（日平均値：0.04ppm以下） 

・「大気の汚染に係る環境基準について」（昭和48年5月8日 環境庁告示第25号） 

（浮遊粒子状物質：日平均値：0.10mg/㎥以下） 

・「杜の都環境プラン」における定量目標（浮遊粒子状物質）（平成9年 仙台市） 

（日平均値：0.10mg/㎥以下） 

 

（イ）評価結果 

①二酸化窒素 

施設関連車両の走行に伴う周辺沿道の供用後の二酸化窒素濃度は、環境基準

及び「杜の都環境プラン」における定量目標を満足することから、「二酸化窒素

に係る環境基準について」及び「杜の都環境プラン」と整合が図られているも

のと評価する。 

 

②浮遊粒子状物質 

施設関連車両の走行に伴う周辺沿道の供用後の浮遊粒子状物質濃度は、環境

基準及び「杜の都環境プラン」における定量目標を満足することから、「大気の

汚染に係る環境基準について」及び「杜の都環境プラン」と整合が図られてい

るものと評価する。 

 


